
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 値上げ品目数 
１回当たり 

値上率平均 

加工食品 １１８３６ １４％ 

調味料 ７９１４ ８％ 

酒類・飲料 ６０２２ ９％ 

菓子 ２２２３ ７％ 

乳製品 １３６６ ７％ 

原材料 ８６３ １０％ 
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今年の食品値上げ品目数～ 

今年の食品値上げは昨年を上回るペースで進み、既に３１８８７品目

の値上げが判明し、平均値上げ率は１５％に達しています。（値上げ予定分を含む） 

値上げ要因としては原材料費や物流コスト・光熱費の増加があり、10

月の値上げは酒類・飲料が年内最多となり、加工食品や菓子類等は再値

上げも行われています。（帝国データバンクの調査より引用） 

コスト増加分を価格転嫁する姿勢が目立つ中、 

家計への影響も大きく、食品だけで年間６８，７６０円、家計全体では

年間９６，３６８円もの負担が増加しています！（※帝国データバンクの調査より引用） 

賃上げを実現しなければ私たちの生活実感は厳しくなる一方です!! 
年末手当獲得のたたかいに向けて全職場から議論を創り出そう‼ 
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平均値上げ率は 

１５％に！ 

～主な食品の値上げ動向（分野別）～ 

さらに食品以外でも、円安や原油

相場の影響でエネルギーや家庭用耐

久財、各種サービス等幅広い品目で

値上げが進み、１ドル＝１４５円の場

合、家計負担は昨年度比で８．８万

円、直近２年間の比較では約２０万

円も増加するとの試算もあります。 

（みずほリサーチ＆テクノロジーズの試算） 


